





























































































































































































































































































































































































































































































































































ビス『Steps To Follow』(冨田昌夫訳、シュプリンガ -フェアラ -ク東京、1992年、85貢。)
5　胸郭とは、(ド-ランド医学大辞典編集委員会訳『ド-ランド図説医学大辞典』、広川書店、1980年、1896
貢。)によると、肋骨によって囲まれた部分で、上は頚まで下は横隔膜までを指す。
6　椎名英貴「摂食障害と姿勢について」(『第1回日本摂食・嚥下リハビリテ-ション研究会抄録集』、1995
年、24貢。)
7　口腔とは、(ド-ランド医学大辞典編集委員会訳『ド-ランド図説医学大辞典』、広川書店、1980年、1174
貢)によると、前は唇が境となり舌や歯を含む消化管の前部または開口部付近をいう。
8　家森百合子・神田豊子・弓削マリ子『別冊発達 3.子どもの姿勢運動発達』、1997年、　208貢。)
9　ここでは、本小論に関係する対称性緊張性頚反射についてだけ述べる。K.Bobath『脳性麻痺の運動障
害(原著第 2版)』(寺沢幸一・梶浦一郎監訳、医歯薬出版、1992年、48-49貢。)によると、対称性緊張
性頚反射は、自発的または他動的に頭を上げたり下げたりする時に、上肢や下肢に影響がでてくる。頭
を上げると上肢は例えば肘を伸ばすなど全体的に上肢を伸ばす方向に筋肉は緊張し、下肢は例えば膝
を曲げるなど全体的に下肢を曲げる方向に筋肉は緊張する。頭を下げると反対の影響が出てくる。
10　三木成夫『内蔵のはたらきと子どものこころ』、築地書館、2001年。
11　S.Klein-Vogelbachの前掲書 ,p.80。
12　葉山杉夫「ヒトの発声器官の起原」(柴谷篤弘・長野敬・養老孟司編『講座進化4形態学からみた進化』、
東京大学出版会、1993年。
13　霜山徳爾『人間の限界』(岩波新書、1998年)
14　葉山杉夫「ヒトの発声器官の起原」(柴谷篤弘・長野敬・養老孟司編『講座進化4形態学からみた進化』、
東京大学出版会、1993年、175貢の説明によると、喉頭が発声器官であることは、一般によく知られ
??
ているが、構音という言葉はあまり耳慣れない言葉である。構音はヒトの話し「ことば」固有もので
あり、とくに、唇と舌、それに口の中の三つの動きは、構音に欠くことのできない重要部分であり、ヒ
トの話し「ことば」の大切な要素である。
15　ディディエ・アンジュ -『皮膚 -自我』(福田素子訳、言叢社、1993年、312-315貢。)
16　高松鶴吉、小児の運動発達、理・作・療法 19,9、1985年、617貢。
17　新宮一成『夢分析』(岩波新書、2000年)
18　鷲田清一『「聴く」ことのちから --臨床哲学試論』、TBSブリタニカ、1999年。
資料
図1.　a:口腔咽頭相 ,b:c:咽頭食道相 ,d:食道相
　　　（P.M.デ -ビス、1992年より）
??
図2.　話し「ことば」をつくる三つのレベル
　　　（広瀬肇、『臨床耳鼻咽喉科学　基礎編』、中外医学社、1992年より）
図3.　頭頚部の気道と食道の関係(正中矢状断面)
a.呼吸運動時、b.嚥下時、c.発声時、d.幼児の乳を吸う時、e.ウマの気道
　　　（葉山、1993年より）
??
図4.　鰓の変身　Aはサメの鰓の骨と筋肉。Bはこれが変身して顏から口から喉元（★）の骨と筋肉
になり摂食のかたわら表情と言葉を造る。
　　　（三木、2001年より）
　
